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はじめに 

近年、毎年のように豪雨災害が発生しており、集中豪

雨や線状降水帯といった言葉をよく耳にする。線状降水

帯とは「次々と発生する発達した雨雲（積乱雲）が列を

なした、組織化した積乱雲群によって、数時間にわたっ

てほぼ同じ場所を通過または停滞することで作り出され

る、線状に伸びる長さ 50～300km 程度、幅 20～50km 程

度の強い降水をともなう雨域」のことである。しかし線

状降水帯は乱層雲などの雨雲に比べ、局所的で、かつ短

時間で発生、発達するため、いまだ予測が困難である。 

 そこで、2022 年に福井県勝山市で実際に発生した線状

降水帯の例をもとに線状降水帯の発生要因と発生確率の

高い場所について推測し、予測精度向上を目的とする。 

研究等の方法 

 ２０２２年８月 4 日午前 9 時頃、福井県で線状降水帯

が発生した。そこで線状降水帯が発生した日の高層天気

図と、晴れの日の高層天気図、乱層雲によって降水があ

った日の高層天気図の３つをそれぞれ比較し、相違点を

調べた。また勝山市で線状降水帯が発生した前日午後９

時から当日正午までの地上、1000ｈPa、850ｈPa、700ｈ

Pa、500ｈPa、250ｈPa の高さでの相対湿度の変化を調

べた結果、500ｈPa、250ｈPa での相対湿度の変化が特

に大きかったため、２つの高度に焦点を絞り、推測し

た。 

結果・考察など 

岐阜県勝山市の線状降水帯発生時と通常の降水時の高

層天気図を比べてみると、線状降水帯時には勝山市付近

に存在する山にぶつかるところに高気圧が位置してい

る。これは通常の降水時には見られなかったことであ

る。 

 

図１)２０２２年８月４日午前９時 ７００ｈPa での高層天気図 線状降水帯発生  

 

 

 

 

 

図 2)８月１７日午前９時 ７００ｈPa での高層天気図 降水確認 

 

   

 また線状降水帯が発生した８月４日の勝山市の 500ｈ

Pa、250ｈPa での相対湿度の変化を調べてみると、２５

０ｈPa での相対湿度が線状降水帯発生の 1 時間前から

100％になっていることや、発生の５時間ほど前に急激に

250ｈPa の相対湿度が減少していることがわかった。 

表１)2022 年 ８月 4 日 線状降水帯発生 

 

おわりに（まとめなど） 

 これらの事を踏まえ線状降水帯が発生しやすい場所と

して、海に比較的近く、背後に比較的高い山々がそびえ

たっているところである。またこれから先、さらに知識

を得て、相対湿度と線状降水帯発生の関連性を調べてい

きたい。 
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